
表・合併から10年ごとの人口
＊昭和41年に霞ケ関

第２出張所（現在の霞

ケ関北出張所）開設に

より、霞ケ関・名細地

区の管轄に変更があっ

たため、合併当時の区

域とは異なっていま

す。

＊昭和30年は市政だ

より、平成17年は11

月１日現在、それ以外

は統計かわごえより。
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川川川川
越越越越
市市市市
合合合合
併併併併
五五五五
十十十十
周周周周
年年年年

こ
れ
は
、
昭
和
三
十
年
四
月
一
日
発
行
の

川
越
市
政
だ
よ
り
（
現
在
の
広
報
川
越
）
合

併
特
集
号
の
見
出
し
で
す
。

大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）、
川か

わ

越ご
え

町ま
ち

が

仙せ
ん

波ば

村む
ら

と
合
併
し
、
市
制
施
行
を
行
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、
昭
和
十
四
年
に
田
面
沢

た

の

も

ざ

わ

村む
ら

と

合
併
。
市
の
面
域
を
広
げ
ま
し
た
。

こ
の
三
度
目
の
合
併
で
川
越
市
は
、
ほ
ぼ

現
在
の
形
に
な
り
ま
し
た
。
合
併
前
の
市
の

面
積
は
、一
七
・
五
八
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。

そ
れ
が
一
一
〇
・
二
六
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

と
約
六
倍
に
広
が
り
、
人
口
も
五
万
五
千
二

百
二
十
七
人
か
ら
十
万
三
千
十
八
人
と
倍
近

く
に
増
え
、
新
し
い
川
越
市
は
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

下
の
グ
ラ
フ
は
合
併
か
ら
現
在
ま
で
、
十

年
ご
と
の
人
口
を
表
し
て
い
ま
す
。
こ
と
し

十
一
月
一
日
現
在
は
、
お
よ
そ
三
十
三
万
二

千
人
と
合
併
当
時
に
比
べ
三
倍
以
上
に
増
え

昭
和
三
十
年
、
川
越
市
は
芳よ

し

野の

・
古ふ

る

谷や

・
南

み
な
み

古ふ
る

谷や

・
高た

か

階し
な

・
福ふ

く

原は
ら

・
大だ

い

東と
う

・
霞

か
す
み

ケが

関せ
き

・
名な

細
ぐ
わ
し

・
山や

ま

田だ

の
九
か
村
と

合
併
し
、
現
在
の
形
に
な
り
ま
し
た
。

合
併
か
ら
五
十
年
と
な
る
こ
と
し
。こ
の
企
画
記
事
で
は
、

合
併
五
十
年
か
ら
現
在
ま
で
を
振
り
返
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
…
広
聴
広
報
課
広
報
担
当
・
℡
内
線
２
１
２
４

大
川
越
市
こ
こ
に
誕
生

人
口
の
変
化

現
在
ま
で
の
あ
ゆ
み

現
在
ま
で
の
あ
ゆ
み

現
在
ま
で
の
あ
ゆ
み

現
在
ま
で
の
あ
ゆ
み
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間
の
人
口
増
加
率
が
全
国
一
と
い
わ
れ
て
い

る
と
い
う
記
事
も
あ
り
ま
し
た
。

川
越
市
政
だ
よ
り
合
併
特
別
号
に
は
、
市

が
発
表
し
た
新
市
建
設
計
画
が
紹
介
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
中
の
基
本
方
針
に
、
強
力
な

る
自
治
体
の
育
成
・
教
育
文
化
の
向
上
・
農

商
工
推
進
に
よ
る
産
業
の
振
興
・
交
通
の
充

実
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
合
併
後
の
川
越

市
は
、
こ
の
四
つ
の
柱
を
中
心
に
発
展
を
誓

い
ま
し
た
。

左
の
表
は
、
こ
の
五
十
年
間
の
主
な
出
来

事
で
す
。
昭
和
三
十
年
代
は
、
水
道
・
ご
み

収
集
な
ど
生
活
環
境
の
向
上
を
目
指
し
て
い

ま
し
た
。

宅
地
開
発
に
よ
り
人
口
の
伸
び
が
著
し
い

昭
和
四
十
年
代
は
、
住
宅
団
地
や
工
業
団
地

の
造
成
が
進
み
、
道
路
の
整
備
や
学
校
の
新

築
・
増
改
築
、
公
民
館
の
建
設
、
市
営
住
宅

の
整
備
も
進
み
ま
し
た
。

昭
和
五
十
年
代
か
ら
六
十
年
代
に
か
け
て

■
現
在
ま
で
の
あ
ゆ
み
■

て
い
ま
す
。
人
口
が
二
十
万
人
を
超
え
た
の

は
昭
和
四
十
八
年
、
三
十
万
人
を
超
え
た
の

は
平
成
二
年
の
こ
と
で
し
た
。

昭
和
四
十
四
年
二
月
十
日
発
行
の
広
報
川

越
に
は
、「
躍
動
す
る
川
越
、
人
口
十
五
万

突
破
」
と
い
う
記
事
が
あ
り
、
高
階
・
霞
ケ

関
両
地
区
の
人
口
増
加
を
紹
介
し
て
い
ま

す
。
そ
の
記
事
の
中
で
、
同
三
十
七
年
末
と

同
四
十
四
年
末
の
人
口
を
比
べ
、
約
二
・
五

倍
伸
び
て
い
る
と
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
東
武
東
上
線
・
和
光
市
駅
と
川
越
市
駅

川越市合併からの主な出来事

は
、
道
路
の
整
備
が
さ
ら
に
進
み
、
川
越
線

も
電
化
さ
れ
、
交
通
の
利
便
性
が
向
上
し
ま

し
た
。
ま
た
、
現
在
も
市
民
の
皆
さ
ん
に
親

し
ま
れ
て
い
る
施
設
が
造
ら
れ
て
い
ま
す
。

平
成
に
入
る
と
、
福
祉
関
連
の
施
策
が
充

実
し
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
総
合
保
健
セ

ン
タ
ー
な
ど
の
施
設
が
造
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
景
観
・
環
境
・
教
育
・
交
通
の
分
野
で

も
整
備
が
さ
ら
に
進
み
ま
し
た
。

そ
し
て
平
成
十
五
年
に
は
、
県
内
で
初
め

て
の
中
核
市
に
な
り
ま
し
た
。

川
越
市
の
履
歴
書

西暦 年号 出来事
1955 昭和30年 川越市と周辺９か村が合併
1957 32年 上江橋開通（当時は有料橋）
1958 33年 市営ごみ焼却場運転開始

1960 35年
町名地番整理の実験都市に指定される
新宿浄水場開設

1963 38年 市内のごみ定時収集開始
1964 39年 市民会館完成

1966 41年
川越・狭山工業団地造成完成
霞ケ関第２出張所（現霞ケ関北出張所）開設

1967 42年 埼玉国体開催（バレーボール・準硬式野球）
1969 44年 学校給食センター完成

1971 46年
老人会館（現東後楽会館）開設
関越自動車道（練馬・川越間）開通

1972 47年 現在の市役所本庁舎完成
1973 48年 人口20万人突破　市立診療所新築統合
1978 53年 西清掃センター本運転開始
1979 54年 西後楽会館開設
1981 56年 国道254号バイパス（川越・富士見間）開通
1982 57年 市の木（カシ）・花（ヤマブキ）と市民憲章を制定

1983 58年
児童センター・こどもの城開設
川越市総合計画実施

1984 59年
入間大橋開通
市立図書館（現中央図書館）開設

1985 60年 川越線全線電化と埼京線開通（直通運転開始）
1986 61年 東清掃センター運転開始

1987 62年
窓口業務のオンライン開始
東上線と有楽町線の相互直通運転開始

1988 63年 西文化会館（メルト）開設
1989 平成元年 農業ふれあいセンター開設
1990 ２年 人口30万人突破　市立博物館開設
1991 ３年 川越駅東口再開発終了

一番街の電線地中化
1992 ４年 川越運動公園陸上競技場開設

市の鳥（カリ）制定
1994 ６年 南文化会館（ジョイフル）開設

1995 ７年
総合福祉センター・オアシス開設
川越運動公園総合体育館開設
第二次川越市総合計画実施

1996 ８年 川越シャトル運行開始
自動交付機で住民票の写し・印鑑登録証明書を発行

1997 ９年 住宅用太陽光発電システム設置補助開始

1999 11年
総合保健センター開設
ISO14001取得
霞ケ関北小学校移転新築し、伊勢原公民館・西図書館を併設

2002 14年 クラッセ川越開設　北部地域ふれあいセンター開設
市立美術館開設

2003 15年 中核市移行　川越まつり会館開設

2004 16年
川越市保健所新築
彩の国まごころ国体開催（サッカー・ゴルフ・バレーボール・高校野球軟式）

2005 17年
合併50周年
「川越氷川祭の山車行事」が国の重要無形民俗文化財に指定


